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研究成果の概要（和文）：正の位相的エントロピーをもつ有理曲面上の双正則自己同型写像による力学系について研究
した. まず, 反標準曲線を保つ写像に対してディターミナントが定義されるが, このディターミナント値を明示的に決
定し, 有理曲面上でエントロピー正の自己同型写像が豊富に存在することを示した. また, 不動点まわりでジーゲル領
域が観測されるが, 複素曲面上で任意に与えた数のジーゲル領域をもつエントロピー正の自己同型写像が存在すること
を示した. 

研究成果の概要（英文）：We study dynamical systems of biholomorphic automorphisms on rational surfaces 
with positive topological entropy. We determine explicitly the determinant values, which are defined for 
automorphisms preserving anticanonical curves, and show the existence of an abundance of rational surface 
automorphisms with positive entropy. Moreover, we show the existence of automorphisms on complex surfaces 
with positive entropy having a given number of Siegel domains, which are observed around fixed points.

研究分野：複素力学系, 代数幾何学
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年, コンパクト複素多様体上の双正則自
己同型写像による複素力学系が活発に研究
されている. 当該研究は, 複素・代数幾何に
おける結果を解析的な力学系理論へ応用す
るため, 融合分野に位置し, 広範囲に影響を
与えることが期待される. しかし, 二次元多
様体である複素曲面上においても, 自己同型
写像による力学系理論は未だ確立されてい
ない. さらに, 基本的な複素曲面である有理
曲面上においては, 自己同型写像が存在に関
してすら一般的に決定されていない状況で
あった.  
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は, 複素曲面上での力学系理
論を構築すること, および有理曲面上の自己
同型写像を構成することである. 特に, 力学
系理論の構築では, 不動点まわりでジーゲル
領域を複数個もつエントロピー正の自己同
型写像の存在を示すことである. また, 自己
同型写像を構成では, 研究代表者が導入した
「軌道データ」と呼ばれる概念を用いて, エ
ントロピー正の自己同型写像が豊富に存在
することを示すことが本研究の目的である.  
 
３．研究の方法 
 
 ジーゲル領域を複数個もつ自己同型写像
の存在を示すには, 不動点の計算可能な写
像を用いて, 不動点における接空間への作
用のもつ固有値の乗法的独立性を示し, 超
越数論の結果を応用して構成する. また, 
自己同型写像の存在を示すには, ディター
ミナントと呼ばれる反標準曲線を保つ写像
に対して定義される量を介して, 軌道デー
タに対応する自己同型写像を構成するのが
研究の方法である.  
 
４．研究成果 
 まず, 写像の不動点に着目し, 任意有限個
のジーゲル領域をもつ写像の構成に成功し
た. 具体的には, 任意に与えた数のジーゲ
ル領域をもつエントロピー正の自己同型写
像が存在することを示した. 一般にほとん
どすべての不動点は双曲的であるのに対し
て, 本結果は相対するジーゲル領域が任意
有限個存在しうることを示唆した興味ある
結果であると考えている.  
 また, 写像のディターミナントの集合を決
定した. 具体的には, ディターミナントの
集合は次の 2 つの和集合である:(1)1 のベキ
根の集合, (2)あるワイル群のローレンツ格
子への作用からえられるサーレム多項式の
根の集合. 本結果から, 与えられたディタ
ーミナントに対応する写像が存在すること
を示唆しており, 有理曲面上の自己同型写
像が豊富に存在することを示している.  
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